
（1）	 関東ふるさと出
い		ず		み
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関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
会
員

並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
２
月

頃
か
ら
全
国
的
に
蔓
延
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
我
々
の

日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
外
出
自
粛
や
各
種
イ
ベ

か
ら
運
営
費
や
ご
寄
付
を
頂
い

て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
一
人
ひ

と
り
に
お
礼
を
述
べ
る
べ
き
で

す
が
紙
面
を
お
借
り
し
て
心
か

ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ク
ラ
イ

シ
ス
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
，
各

述
べ
て
い
ま
す
。

今
年
10
月
31
日
開
催
予
定
の

「
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
・
総

会
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
開
催

す
べ
き
か
ど
う
か
役
員
会
等
で

慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
会
員

の
感
染
リ
ス
ク
、
健
康
、
命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
て
、�

今
年
10
月
に
予
定
し
て
い
た

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
の
総
会

・
懇
親
会
は
、
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
昨
年
に
続
き
二

年
連
続
の
中
止
と
い
う
残
念
な

結
果
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
が
続
き
終
息
の
見
込

み
が
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

も
遅
れ
気
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、�

会
員
や
ふ
る
さ
と
出
水
か
ら
来

訪
頂
く
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
第
一
に
考
え
、
苦
渋
の
決

断
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は
、
多
く
の
方
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
済
み
、
安
心

し
て
飲
食
や
懇
談
が
で
き
る
環

境
に
な
り
、
皆
さ
ん
で
ふ
る
さ

と
の
話
題
や
近
況
を
語
り
合
え

る
楽
し
い
会
が
開
催
で
き
る
こ

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
毎
年

５
月
渋
谷
道
玄
坂
で
「
渋
谷
・

鹿
児
島
お
は
ら
祭
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か

？　

渋
谷
と
鹿
児
島
は
古
く
か

ら
深
い
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。�

具
体
的
に
は
①
現
在
の
国
学
院

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
薩
摩
渋

踊
り
連
か
ら
な
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
出
水
か

ら
も
参
加
を
頂
き
総
勢
50
～
60

名
程
で
素
人
集
団
で
は
あ
り
ま

す
が
楽
し
い「
出
水
望
郷
の
会
」

で
出
水
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

踊
り
の
経
験
が
無
い
人
、
ハ

ッ
ピ
が
無
く
て
も
当
方
で
ご
用

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会

今
年
の
総
会
・
懇
親
会
も
中
止
に

～
皆
さ
ん
の
健
康
が
一
番
～

�

来
年
こ
そ
元
気
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
‼

ツルの羽数当てクイズ募集のお知らせ
　関東ふるさと出水会では、令和３年度ツルの羽数当てク
イズを募集します。

　☆ぴたり賞	 商品券３万円	 １名
　☆予想羽数が最も近いニアピン賞	 ふるさと特産品	 ５名

　当選結果は、令和４年３月上旬に当会のホームページ及
びフェイスブックでお知らせします。

　応募要領は以下の通り。
①�今年度（秋から来年の初春）出水平野に飛来する鶴の最
高羽数を当てる。
②�応募者は、運営費等送金の「ゆうちょ銀行払込取扱票」
に住所、氏名、電話番号、羽数を記載して応募する。
③�応募締切日、令和３年11月末日。

【参考】　※過去渡来数
　令和２年度　17,315羽　　　令和元年度　15,529羽
　平成30年度　14,286羽　　　平成29年度　15,360羽
　平成28年度　11,872羽

※出水市観光特産品協会は、毎年同様の羽数当てクイズを行って
います。出水市観光特産品協会のホームページでご確認いただき、
奮ってご応募頂くようお勧めします。

い
ず
ん
兵
児
の
皆
さ
ん
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
や
ん
な�

�

「
は
ん
も
・
お
い
も
来
年
10
月
元
気
で
会
う
が
！
」

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
会
長
　
宮み

や

　
川か

わ

　
幸ゆ

き

　
男お

　

ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
・
会
合
な
ど

も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
又
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
と
同
時
に
感
染
者
数
も

増
加
傾
向
に
あ
り
、
政
府
は
８

月
２
日
～
31
日
ま
で
「
緊
急
事

態
宣
言
」
を
発
令
。
リ
ス
ク
の

高
い
行
動
は
控
え
て
ほ
し
い
と

本
年
度
も
昨
年
同
様
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
の
結
論
に
至
り

ま
し
た
。
例
年
楽
し
み
に
ご
参

加
を
頂
い
て
い
る
会
員
の
皆
様

に
は
断
腸
の
思
い
で
す
が
、
来

年
の
10
月
の
再
会
を
楽
し
み
に

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

谷
藩
邸
」
が
あ
っ
た
。　

②
古

い
歴
史
の
あ
る「
金
王
八
幡
宮
」　

③
東
郷
平
八
郎
元
帥
の
「
東
郷

神
社
」　

④
「
西
郷
橋
・
西
郷

公
園
」
等
が
渋
谷
区
内
に
あ
り

ま
す
。
古
く
か
ら
ゆ
か
り
の
あ

る
渋
谷
で
関
東
一
円
か
ら
、
鹿

児
島
か
ら
総
勢
２
６
０
０
人
の

意
い
た
し
ま
す
の
で
一
緒
に
踊

り
ま
せ
ん
か
。
楽
し
く
、
笑
顔

で
一
日
が
は
じ
け
ま
す
。
大
勢

の
皆
様
の
ご
来
遊
お
待
ち
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ふ

る
さ
と
出
水
会
は
１
６
０
０
人

の
会
員
か
ら
な
り
、
多
く
の
方

自
皆
様
が
よ
り
一
層
の
努
力
と

注
意
を
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
来
年「
10
月
に
会
う
が
」�

を
合
言
葉
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、�

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
福
ノ
江
港　

出
身
）

椎
木
市
長
ほ
か�

�

多
数
の
ご
来
賓
を
迎
え
懇
談

出
水
の
誇
り　

一
山
麻
緒
さ
ん

ク
イ
ズ
大
会
や
校
歌
斉
唱
も

一
昨
年
の
ク
イ
ズ
大
会
、あ
な
た
も
挑
戦
を

�

（
回
答
は
３
面
に
）

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
の
第

33
回
総
会
・
懇
親
会
は
、
令
和

元
年
10
月
27
日
大
手
町
サ
ン
ケ

イ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
会
員
、

来
賓
、
友
誼
ふ
る
さ
と
会
関
係

者
な
ど
総
勢
１
３
０
名
の
参
加

を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

会
に
先
立
ち
、
前
一
年
間

に
逝
去
さ
れ
た
会
員
に
黙
と
う

を
捧
げ
た
の
ち
、
第
一
部
の
開

会
。
司
会
は
、
今
回
も
大
梧
美

代
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
＝
高
尾
野

町
出
身
）。
宮
川
会
長
は
、
あ

い
さ
つ
で
会
員
の
高
齢
化
な
ど

か
ら
ふ
る
さ
と
会
の
継
続
的
維

持
向
上
に
向
け
て
の
問
題
提
起

と
若
い
人
の
会
へ
の
参
加
な
ど

を
訴
え
ま
し
た
。
来
賓
の
椎
木

伸
一
市
長
、
出
水
睦
雄
議
長
か

ら
、
出
水
市
の
現
況
な
ど
を
交

え
た
暖
か
い
お
祝
い
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
田
中
浩
一
鹿
児

島
県
東
京
事
務
所
次
長
、
出
水

市
か
ら
吉
田
定
男
副
市
長
ほ
か

幹
部
職
員
、
畠
山
義
昭
議
会
事

務
局
長
、
佐
賀
誠
一
郎
出
水
商

工
会
議
所
専
務
理
事
、
神
孝
輔

出
水
市
観
光
協
会
副
会
長
、
築

地
隆
雄
出
水
市
特
産
品
協
会
会

長
、
更
に
、
友
誼
ふ
る
さ
と
会

等
か
ら
関
東
鹿
児
島
県
人
会
連

合
会
、
東
京
高
尾
野
会
、
東
京

野
田
会
、
関
東
な
が
し
ま
会
、

関
東
阿
久
根
会
、
関
西
出
水
会
、�

出
水
高
校
東
京
紫
岳
会
、
出
水

工
業
高
校
鶴
水
会
、
出
水
ふ
る

さ
と
大
使
、
出
水
Ｐ
Ｒ
大
使
、

出
水
観
光
大
使
、
出
水
ス
ポ
ー

ツ
大
使
の
方
々
の
ご
出
席
を
頂

き
ま
し
た
（
所
属
、
会
名
等
は

当
時
の
も
の
。
ま
た
、
築
地
隆

雄
様
は
令
和
元
年
11
月
逝
去
さ

れ
ま
し
た
）。

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
こ

の
年
に
米
寿
、
還
暦
を
迎
え
た

方
へ
お
祝
い
の
贈
呈
、
初
め
て

Q 

第
１
問  

▼
令
和
元
年
５
月
、
出
水
の
麓
の

武
家
屋
敷
群
が
〝
あ
る
遺
産
〟
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
ど
れ
で

し
ょ
う
？

　

①
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産

　

②
鹿
児
島
県
の
重
要
歴
史
遺
産

　

③
文
化
庁
の
日
本
遺
産

Q 

第
２
問  

▼
出
水
に
は
多
く
の
〝
日
本
一
〟

が
あ
り
ま
す
。
重
さ
５
ト
ン
も
あ

る
日
本
一
の
大
鈴
が
あ
る
の
は
次

の
ど
こ
で
し
ょ
う
？
？

　

①
諏
訪
神
社

　

②
箱
崎
八
幡
神
社

　

③
か
し
く
り
神
社

Q 

第
３
問  

▼
出
水
市
と
隣
接
す
る
水
俣
市
と

比
べ
て
み
ま
し
た
。
正
し
い
の
は

ど
れ
で
し
ょ
う
？

　

①
出
水
市
の
方
が
面
瀬
が
広
く
、	

人
口
も
多
い
。

　

②
面
積
は
出
水
市
の
方
が
広
い

が
、
人
口
は
水
俣
市
の
方
が

多
い
。

　

③
人
口
は
出
水
市
の
方
が
多
い

が
、
面
積
は
水
俣
市
の
方
が

広
い
。

Q 

第
４
問  

▼
出
水
市
の
〝
市
の
木
〟
は
次
の

ど
れ
で
し
ょ
う
？

　

①
ボ
ン
タ
ン
の
木

　

②
イ
ヌ
マ
キ
の
木

　

③
ク
ス
ノ
キ

Q 

第
５
問  

▼
大
伴
旅
人
や
額
田
王
も
歌
に
詠

ん
だ〝
三
番
、
薩
摩
の
黒
の
瀬
戸
〟。	

阿
久
根
市
と
長
島
町
を
結
ぶ
黒
之

瀬
戸
大
橋
が
完
成
し
て
か
ら
、
長

島
へ
の
行
き
来
は
と
て
も
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
黒
之
瀬
戸
大

橋
を
管
理
し
て
い
る
の
は
、
ど
こ

で
し
ょ
う
？

　

①
阿
久
根
市

　

②
長
島
町

　

③
阿
久
根
市
と
長
島
町
の
共
同

管
理

　

④
鹿
児
島
県

　

⑤
国
（
国
土
交
通
省
）

参
加
し
た
会
員
へ
記
念
品
の
贈

呈
も
。
今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
、
前
田
瑠
美
さ
ん
（
出
水

出
身
）
の
歌
謡
シ
ョ
ー
と
前
回

好
評
だ
っ
た
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ

大
会
。

今
回
の
目
玉
は
、「
皆
ん
な

で
歌
お
う
！
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
中
学
校
校
歌
」と
題
し
て
、

会
員
が
卒
業
し
た
米
ノ
津
中
、

荘
中
、
大
川
内
中
、
出
水
中
の

校
歌
斉
唱
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。・

・
・
・
・
・
・
・

恒
例
の
抽
選
会
は
、
地
元
の

焼
酎
や
特
産
品
、
協
賛
事
業
者

の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
い
た
だ
い

た
ホ
テ
ル
宿
泊
券
、
商
品
券
、

特
産
品
な
ど
多
数
の
景
品
の
山

を
前
に
ワ
ク
ワ
ク
し
、
多
く
の

方
に
お
土
産
と
し
て
お
持
ち
帰

り
頂
き
ま
し
た
。

【
豪
華
景
品
の
ご
提
供
】

市
長
賞
、
市
議
会
議
長
賞
、
商

工
会
議
所
会
頭
賞
、
観
光
協
会

賞
、
特
産
品
協
会
賞

こ
の
ほ
か
、
協
賛
事
業
者
及

び
会
員
の
皆
様
か
ら
多
数
の
景

品
の
ご
提
供
を
頂
き
ま
し
た

（
４
面
下
段
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

ご
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

初めての参加者に記念品

会長挨拶

市長を表敬
出水市提供

「８位入賞おめでとう」の横断幕
南日本新聞より

８
位
入
賞
し
ま
し
た
。
女
子
マ

ラ
ソ
ン
で
は
17
年
ぶ
り
の
入
賞

運営費、寄付金のお願い
　関東ふるさと出水会は、皆様からの貴重な運営費や寄付
金で運営されています。
　会報の発行、郵送料、事務経費など諸々の経費が掛かり
ます。役員会などは手弁当での開催など経費節減に努めな
がら会務運営を行っていますが非常に厳しい財政事情にあ
ります。
　誠に恐縮ではありますが、多くの皆さんに運営費（１口
1,000 円）及び寄付金のご協賛を頂きたくお願いする次第
です。
　「ゆうちょ銀行／払込取扱票」を同封しました。よろしく
お願いいたします。

関
係
者
等
が
早
速
「
８
位
入
賞

お
め
で
と
う
」
の
横
断
幕
を
掲

げ
祝
福
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

や
水
害
な
ど
苦
労
の
多
い
昨
今

で
す
が
、
私
た
ち
に
爽
や
か
な

勇
気
と
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
８
月
11
日
に
は
一
山
さ

ん
が
出
水
に
凱
旋
帰
郷
、
椎
木

市
長
ら
に
入
賞
報
告
に
訪
れ
、

市
長
か
ら
「
特
別
功
労
賞
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

と
い
う
快
挙
で
す
。

一
山
さ
ん
は
、
鹿
島
出
身
で

西
出
水
小
、
出
水
中
、
出
水
中

央
高
と
進
み
、
現
在
は
ワ
コ
ー

ル
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

こ
の
快
挙
に
地
元
の
自
治
会

女
子
マ
ラ
ソ
ン
８
位
入
賞�

�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
活
躍

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
令

和
４
年
10
月
30
日
（
日
）
正
午

か
ら
大
手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ

で
開
催
の
予
定
で
す
。
会
員
の

皆
さ
ん
、
出
水
に
ゆ
か
り
の
方

々
、
お
友
達
を
誘
い
合
っ
て
参

加
頂
き
旧
交
を
温
め
あ
っ
て
く

だ
さ
い
。

８
月
７
日
に
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女

子
マ
ラ
ソ
ン
で
、
ふ
る
さ
と
出

水
市
出
身
の
一
山
麻
緒
さ
ん
が
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一山麻緒選手へ出水市特別表彰授与（9/30）一山麻緒選手へ出水市特別表彰授与（9/30）米ノ津中学校 県新人卓球大会優勝（表敬訪問2/24）米ノ津中学校 県新人卓球大会優勝（表敬訪問2/24） 出水市高尾野支所・野田支所 開所式（11/30・12/7）出水市高尾野支所・野田支所 開所式（11/30・12/7）

針原川土石流災害犠牲者へ献花（7/10）針原川土石流災害犠牲者へ献花（7/10）

出水市×日本航空株式会社連携協定調印式（8/7）出水市×日本航空株式会社連携協定調印式（8/7）

第６回いずみマチ・テラス（11/1 ～）第６回いずみマチ・テラス（11/1 ～）

米ノ津東地区天神子ども会 米ノ津公園トイレ壁面ペンキ塗り（８/ ２）米ノ津東地区天神子ども会 米ノ津公園トイレ壁面ペンキ塗り（８/ ２）

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
は
じ
め
、
市
政
発
展
に
多

大
な
る
御
支
援
を
賜
り
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
な
お
猛
威
を
振
る
う
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、�

会
員
の
皆
様
も
心
配
な
日
々
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
開
催
さ
れ
た
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
出
水
市
出
身

の
一
山
麻
緒
選
手
（
女
子
マ
ラ

ソ
ン
）、
大
迫
敬
介
選
手（
男
子

サ
ッ
カ
ー
）、
宮
路
満
英
選
手

（
馬
術
・
障
害
２
ク
ラ
ス
）
が

出
場
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
に
夢

と
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

さ
て
、
本
市
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
「
こ
ど
も
の
安
心
」

「
い
の
ち
の
安
心
」「
く
ら
し

の
安
心
」
の
三
つ
の
安
心
を
施

策
の
柱
に
、
市
民
の
皆
様
と
の

対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
誰

も
が
夢
と
希
望
を
も
ち
、
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
全

力
で
取
組
ん
で
い
ま
す
。

産
業
振
興
で
は
、
鶏
卵
産
出

額
日
本
一
の
栄
誉
に
続
く
べ
く

「
ツ
ル
渡
来
地
」
の
本
年
中
の

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
を

目
指
し
、
地
元
農
林
水
産
物
等

の
付
加
価
値
の
更
な
る
向
上
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
出
水
麓
武

家
屋
敷
群
で
は
、
旧
宮
路
邸
を

活
用
し
た
ホ
テ
ル
が
来
年
度
オ

ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
り
、
住

み
や
す
く
訪
れ
や
す
い
観
光
地

化
に
向
け
、
観
光
資
源
の
見
せ

方
・
活
用
の
仕
方
を
工
夫
し
な

が
ら
着
々
と
歩
み
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
10
年
後
、
20
年

後
の
本
市
の
発
展
を
見
据
え
、

平
時
に
は
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
り
、
災
害
時
に
は
支
援
拠

点
と
な
る
屋
根
付
き
広
場
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。
新
た
な

観
光
戦
略
組
織
「
一
般
社
団
法

人
出
水
市
観
光
特
産
品
協
会
」

が
発
足
し
、
加
え
て
、
防
災
機

能
を
併
せ
も
つ
南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
直
結
型
の
道
の
駅
設

置
の
取
組
み
も
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
明
る
い
未

来
の
た
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
果
敢
な
挑
戦
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
貴
会
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
会
員
皆

様
方
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
心

か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
高
尾
野
町
江
内
出
身
）

ふ
る
さ
と
出
水
か
ら
の
御
挨
拶

出

水

市

長　
　

椎　

木　

伸　

一　

ふ
る
さ
と
出
水
の
行
事

ふ
る
さ
と
出
水
の
行
事

●
令
和
３
年

10
月
初
旬
～
中
旬
　
ツ
ル
の
第
1

陣
渡
来
（
東
西
干
拓
地
）

10
月
中
旬
　
コ
ス
モ
ス
が
見
ご
ろ

（
上
場
コ
ス
モ
ス
園
）

10
月
下
旬（
予
定
）　
土
曜
祭
り

（
出
水
市
本
町
通
り
）

10
月
24
日（
予
定
）　
味
噌
な
め
て

ま
つ
り
「
収
穫
祭
」（
み
そ
な
め
て

の
碑
公
園
）

10
月
30
日
～
11
月
3
日
　
い
ず
み

マ
チ
・
テ
ラ
ス
～
竹
灯
籠
で
つ
く

る
光
の
祭
典
～
（
出
水
麓
武
家
屋

敷
群
、
出
水
本
町
・
高
尾
野
地
区

・
野
田
地
区
商
店
街
、
そ
の
他
出

水
市
内
各
所
）

11
月
１
日
　
ケ
タ
打
瀬
網
漁
業
解

禁
（
八
代
海
）

11
月
３
日（
予
定
）　
ツ
ル
観
察
セ

ン
タ
ー
開
所
式
（
ツ
ル
観
察
セ
ン

タ
ー
）

11
月
３
日（
予
定
）　
西
日
本
オ
ー

ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
野

田
運
動
公
園
）

11
月
６
・
７
日
　
出
水
市
総
合
文

化
祭
＊
令
和
３
年
度
か
ら
３
地
域

合
同
開
催
と
な
り
ま
す
（
マ
ル
マ

エ
ホ
ー
ル［
文
化
会
館
］、
マ
ル
マ

エ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
［
総
合
体

育
館
］）

11
月
20
・
21
日
　
出
水
市
大
産
業

祭
（
陸
上
競
技
場
周
辺
）

11
月
下
旬
　
着
物
で
出
水
武
家
屋

敷
を
歩
こ
う
会
（
出
水
麓
武
家
屋

敷
群
）

12
月
中
旬
　「
野
田
郷
む
ら
ま
つ

り
」
野
田
産
業
祭
（
野
田
農
産
加

工
施
設
及
び
周
辺
）

12
月
19
日
　
市
内
地
区
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
（
市
内
一
円
）

12
月
下
旬
　
あ
っ
た
か
歳
末
特
産

品
ま
つ
り
（
高
尾
野
き
ら
め
き
ド

ー
ム
）

●
令
和
４
年

１
月
１
日
　
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

早
朝
開
館（
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
）

１
月
上
旬
　
成
人
式
（
マ
ル
マ
エ

ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）
等

１
月
上
旬
　
消
防
出
初
式
（
広
瀬

川
河
川
敷
等
）

１
月
中
旬
　
た
か
お
の
鶴
駅
伝
大

会
（
高
尾
野
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー

ド
）

２
月
中
旬
　
オ
ル
レ
フ
ェ
ア
（
九

州
オ
ル
レ
出
水
コ
ー
ス
）

２
月
中
旬
～
３
月
上
旬
　
寒
緋
桜

を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ
（
野
田
町
上

名
（
熊
陳
馬
場
通
り
）

３
月
中
旬
　
ツ
ル
を
送
る
夕
べ

（
出
水
公
会
堂
）

３
月
20
・
21
日
　
た
か
お
の
中
の

市
（
高
尾
野
町
市
街
地
）

３
月
下
旬（
予
定
）　
市
民
駅
伝
大

会
（
陸
上
競
技
場
周
辺
）

３
月
下
旬
　
い
ず
み
桜
ま
つ
り

（
特
攻
碑
公
園
）

３
月
下
旬
　
着
物
で
出
水
武
家
屋

敷
を
歩
こ
う
会
（
出
水
麓
武
家
屋

敷
群
）

４
月
上
旬
　
東
光
山
夜
桜
が
見
ご

ろ
（
東
光
山
公
園
）

県地区対抗女子駅伝競走大会 躍進１位（1/31）県地区対抗女子駅伝競走大会 躍進１位（1/31）

文部科学大臣表彰子どもの読書活動優秀実践団体（表敬訪問７/ ８）文部科学大臣表彰子どもの読書活動優秀実践団体（表敬訪問７/ ８）

４
月
16
日
　
出
水
特
攻
碑
慰
霊
祭

（
特
攻
碑
公
園
）

６
月
１
日
　
ア
ユ
漁
解
禁
（
高
尾

野
川
水
系
）

６
月
５
日
　
ア
ユ
漁
解
禁
（
米
ノ

津
川
水
系
）

６
月
上
旬
～
下
旬
　
あ
じ
さ
い
が

見
ご
ろ
（
大
川
内
東
雲
の
里
あ
じ

さ
い
峡
）

７
月
上
旬
　
市
民
体
育
大
会
総
合

開
会
式
マ
ル
マ
エ
ホ
ー
ル
（
文
化

会
館
）

７
月
下
旬
　
夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔

祭（
本
町
商
店
街
・
総
合
運
動
公
園
）

８
月
上
旬
～
中
旬
　
高
尾
野
夏
祭

り
・
野
田
郷
夏
祭
り
（
高
尾
野
駅

周
辺
・
野
田
運
動
場
）

９
月
～
10
月
　
地
区
別
市
民
体
育

大
会
（
各
地
区
運
動
公
園
）

10
月
～
5
月
　
出
水
地
区
植
木
市

・
高
尾
野
地
区
植
木
市
（
２
の
つ

く
日［
平
和
町
］、７
の
つ
く
日［
高

尾
野
町
下
水
流
］）

コロナに負けるな！特産品で生活応援事業（2/8）コロナに負けるな！特産品で生活応援事業（2/8）

疫病退散！巨大アマビエ出現！（12/19）疫病退散！巨大アマビエ出現！（12/19） (一社)出水市観光協会・(一社)出水市特産品協会新組織設立覚書調印式（10/2） (一社)出水市観光協会・(一社)出水市特産品協会新組織設立覚書調印式（10/2） 
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ご
寄
付
・
運
営
費
を

ご
寄
付
・
運
営
費
を��

い
た
だ
い
た
方
々

い
た
だ
い
た
方
々�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
令
和
三
年
七
月
末
日
受
領
分
ま
で
）

寄

付　
令
和
元
年
度
以
降

中
村　

節
、宮
川
幸
男
、溝
口
省
三

松
永
幸
一
、松
下　

亮
、花
柳
糸
之

茂
原
由
美
、茅
房
金
喜
、山
口
睦
男

大
梧
美
代
子
、伊
藤
蕃
、金
子
英
男

川
内
輝
夫
、東　

道
雄
、鴫
原
晶
子

原
野
朝
子
、河
野
昭
三
、片
山
茂
美

瀬
下
枝
美
子
、松
本
曻
、平
原
真
敬

原
口
良
則
、小
出
敏
郎
、黒
川
通
雄

麻
生
雍
一
郎
、清
水
忠
、吽
野
清
子

堂
脇
志
農
夫
、森
洋
子
、松
園
文
江

武
下
恵
子
、花
山
三
郎
、青
木
健
一

若
松
江
美
子
、中
村
勲
、久
松
傳
七

宮
路
京
子
、市
来
春
男
、小
原
俊
治

窪
田
安
弘
、松
﨑
一
正
、鈴
木
洋
子

野
間
口
至
、前
原
勝
視
、山
上
義
孝

大
谷
た
か
子
、山
上
努
、向
井
逸
子

佐
舗
せ
い
子
、東
明
義
、小
島
良
子

斉
藤
恵
美
子
、高
松
進
、武
本
良
孝

浦
辺
美
代
子
、奈
良
豊
、小
山
郁
子

田
口
千
賀
子
、前
畑
勲
、越
牟
田
亮

中
薗
チ
ズ
、亀
川
幸
市
、重
田
伸
一

菅
田
博
子
、坂
田
和
枝
、遠
竹
敏
廣

大
野
敏
則
、木
村
昌
子
、重
本
邦
子

斉
藤
マ
サ
ノ
、
宮
川
由
紀
子

運
営
費　
令
和
元
年
度
以
降

松
ケ
野
全
律
、髙
松
進
、宮
川
幸
男

宮
川
由
紀
子
、伊
倉
博
、山
口
睦
男

大
梧
美
代
子
、東
道
男
、川
内
輝
夫

吉
ケ
島
勝
良
、東　

登
、川
路
義
文

田
淵
慶
子
、紙
谷
正
弘
、橋
本
敏
彦

本
田
泰
輔
、本
田
和
子
、新
富
友
枝

平
群
由
紀
子
、田
代
進
、松
﨑
一
正

吉
田
ミ
ツ
子
、大
石
悟
、田
中
範
孝

田
中
湖
子
、駄
竹
清
志
、加
納
国
弘

浜
畑
武
光
、税
所
京
子
、竹
下
安
広

石
澤
誠
子
、神
田
榮
一
、佐
藤
弘
輝

山
本
千
代
美
、山
本
惇
、大
田
幸
子

迫
田
美
也
子
、伊
藤
亨
、井
上
通
行

伊
地
知
啓
吾
、栗
木
安
、山
内
典
子

渡
辺
悦
子
、栁
井
文
子
、野
間
口
有

宮
路
京
子
、宮
路
研
一
、宮
路
芳
子

吉
田
マ
キ
エ
、宮
本
彰
、立
山
芳
郎

額
田
登
美
子
、平
郡
守
、小
澤
裕
子

塩
山
秀
壽
、中
村
早
敏
、吽
野
清
子

池
添
真
光
、茶
縁
敏
一
、井
原
秀
憲

野
間
口
至
、上
原
末
広
、星
野
恵
子

麻
生
雍
一
郎
、郡
山
勲
、吉
田
尚
武

浦
辺
美
代
子
、東
明
義
、新
村
公
恵

鈴
木
万
里
子
、奈
良
豊
、大
平
悦
子

宮
野
重
孝
、松
坂
喜
成
、折
田
昭
洋

筑
紫
み
ず
え
、山
上
努
、鴫
原
晶
子

霜
田
慶
子
、新
野
裕
子
、小
島
良
子

油
木
栄
徳
、福
本
正
子
、軸
薗
民
子

岡
部
美
与
子
、伊
藤
蕃
、佐
藤
京
子

斉
藤
マ
サ
ノ
、中
村
節
、大
川
俊
行

竹
添
祥
一
郎
、松
田
工
、花
柳
糸
之

横
内
喜
久
夫
、松
本
曻
、日
原
由
美

織
田
美
恵
子
、東
眞
人
、市
來
春
男

前
田
政
光
、宮
下
瑞
弘
、荒
口
由
子

前
田
清
澄
、前
田
悦
子
、宮
川
貞
幸

松
元
忠
行
、中
原
弘
隆
、畑
中
恒
秋

平
原
貴
美
子
、清
水
忠
、金
子
英
男

瀬
下
枝
美
子
、松
下
亮
、小
出
敏
郎

佐
舗
せ
い
子
、草
道
進
、野
島
晋
一

黒
木
彬
文
、山
口
映
子
、有
村
角
孝

有
村
由
利
子
、山
口
譲
、向
井
逸
子

榊
原
郁
美
、福
島
安
巳
、福
島
幾
子

黒
川
通
雄
、山
下
勝
也
、石
黒
敏
子

原
口
良
則
、亀
川
幸
市
、内
之
浦
勉

青
木
健
一
、西
川
み
ほ
、青
柳
律
子

井
上
喬
文
、斉
藤
逸
子
、伊
福
正
明

平
島
志
保
、久
米
隼
雄
、久
米
迪
子

古
井
徳
松
、松
山
泰
子
、片
山
茂
美

山
上
義
孝
、奈
良
栄
二
、松
永
幸
一

武
本
良
孝
、河
野
昭
夫
、久
松
傳
七

二
宮
力
雄
、重
田
伸
一
、髙
久
昌
子

尾
道
カ
オ
ル
、中
村
勲
、中
薗
チ
ズ

杉
本
健
三
郎
、武
下
認
、武
下
恵
子

徳
留
道
信
、池
田
和
司
、上
村
成
生

亀
川
輝
夫
、横
内
幸
二
、齋
藤
博
子

堂
脇
志
農
夫
、前
田
勝
、奈
良
常
明

津
田
雅
子
、大
迫
慶
治
、溝
川
徳
二

楢
木
志
農
夫
、前
畑
勲
、前
畑
典
子

枝
元
ミ
ヱ
子
、前
畑
高
、堅
野
忠
範

菅
田
博
子
、花
山
三
郎
、井
出
幸
治

小
町
貞
女
、坂
田
和
枝
、川
邊
京
子

井
手
口
昭
子
、池
上
司
、井
樋
洋
恵

遠
竹
敏
廣
、岩
﨑
典
子
、岡
田
寛
二

守
屋
美
佐
江
、森
洋
子
、小
原
俊
治

今
野
ケ
イ
子
、江
田
治
、田
中
勝
之

我
孫
子
俊
子
、牧
哲
生
、尾
上
豊
喜

吉
田
美
津
子
、田
中
実
、遠
竹
郁
夫

小
山
郁
子
、川
瀬
洋
子
、茂
原
由
美

竜
沢
ス
マ
子
、貴
島
敏
、西
牟
田
桜

池
田
尚
弘
、宮
路
貞
憲
、上
原
勝
彦

古
賀
幸
洋
、大
野
敏
則
、前
原
勝
視

岩
川
孝
子
、片
桐
泰
子
、大
脇
剛
子

花
山
憲
明
、二
俣
義
一
、窪
田
安
弘

桐
野
作
人
、市
川
洋
一
、堤
田
昭
男

中
村
仁
一
、秋
山
輝
夫
、外
園
善
昭

藤
澤
泰
子
、木
村
昌
子
、重
本
邦
子

松
元
一
恵
、原
田
春
子
、越
牟
田
亨

雨
宮
蓉
子
、荒
井
淳
子
、福
田
明
子

伊
臣
久
子
、中
谷
弘
行
、小
川
洋
子

久
保
益
男
、杉
山
重
徳
、坂
下
重
郎

若
松
江
美
子
、田
中
実
、鈴
木
洋
子

斉
藤
恵
美
子
、笹
原
学
、瀬
崎
イ
ネ

小
森
キ
ミ
代
、遠
矢
彬
、伊
藤
京
子

島
田
い
つ
子
、唐
沢
衣
、丸
岡
信
子

松
岡
良
孝
、餅
原
正
一
、兎
拂
克
志

海
老
根
ひ
と
み
、
牧
之
瀬
美
知
子

田
口
千
賀
子
、
長
谷
部
惇
子

大
谷
た
か
子
、
東
畠
ミ
サ
エ

松
岡
真
知
子

ク
イ
ズ
の
正
解

第
１
問  

▼　

③
の
文
化
庁
の
日
本
遺
産
。

　

出
水
市
の
ほ
か
鹿
児
島
県
内
の
８
つ
の
市
の

麓
が
一
緒
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
問  

▼　

②
の
箱
崎
八
幡
神
社
。

　

鈴
は
高
さ
４
ｍ
、
直
径
３
．
４
ｍ
、
重
さ
５

ト
ン
あ
り
ま
す
。

第
３
問  

▼　

①
の
出
水
市
の
方
が
面
瀬
（
３
２
９
・
９

８
㎡
）
が
広
く
、
人
口
（
５
３
、
４
６
０
人
＝

令
和
１
年
５
月
１
日
現
在
）
も
多
い
。

　

水
俣
市
は
面
瀬
（
１
６
３
・
２
９
㎡
）、
人

口
（
２
３
、
９
５
９
人
＝
同
日
現
在
）

第
４
問  

▼　

②
の
イ
ヌ
マ
キ
の
木
。

　

①
の
ボ
ン
タ
ン
は
阿
久
根
市
、
③
の
ク
ス
ノ

キ
は
鹿
児
島
市
。

第
五
問  

▼　

④
の
鹿
児
島
県
。

　

架
橋
当
時
は
有
料
道
路
で
し
た
が
１
９
９
０

年
に
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

「
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
」は
、

毎
年
５
月
の
日
曜
日
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
出
水
望
郷
の
会
は
、

渋
谷
で
お
は
ら
節
を
踊
っ
て
「
出

水
市
と
出
水
の
ツ
ル
」
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
山
中
久
佐
子
さ
ん

（
当
会
会
員
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
30
年
（
２
０
１

８
）
か
ら
、
出
水
ふ
る
さ
と
三
会

（
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
、
東
京

高
尾
野
会
、
東
京
野
田
会
）
で
継

承
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
出
水
望

郷
の
会
宮
川
会
長（
当
会
会
長
）、

上
に
鎮
座
す
る
愛
宕
神
社
ま
で
の

４
０
０
弱
の
階
段
上
り
は
今
で
も

公
式
少
年
野
球
部
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
の
事
で

す
。
広
瀬
川
と
共
に
幼
少
期
の
遊

び
場
で
、
特
に
思
い
で
深
い
こ
と

は
学
生
時
東
出
水
小
運
動
会
の
部

落
対
抗「
愛
宕
山
登
山
駅
伝
大
会
」

へ
の
参
加
を
求
め
ら
れ
最
終
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
太
田
部
落
と
一
位
を

競
い
幸
い
に
し
て
優
勝
し
た
事
で

し
た
。
幼
少
期
「
い
み
し
ご
ろ
」

で
部
落
の
皆
さ
ん
に
大
い
に
迷
惑

を
か
け
少
し
は
免
罪
符
が
貰
え
た

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

桜
の
名
所
は
東
光
山
に
移
り
ま

し
た
が
、
今
で
も
東
出
水
小
出
身

の
皆
様
は
愛
宕
山
の
印
象
が
強
く

残
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

（
愛
宕
神
社
：
薩
州
島
津
家
初
代

用
久
公
が
15
世
紀
中
頃
勧
請
創
建
）

�

中
尾
正
一
（
荒
崎
出
身
）

潮
が
引
く
と
、�

潟
、
小
浜
、
福

の
江
の
海
岸
線

か
ら
約
１
㎞
の

渡
り
干
潟
が
出

来
た
。
小
学
生
の
頃
、
こ
の
干
潟

で
蛤
取
り
に
夢
中
に
な
っ
た
。

蛤
は
潮
が
引
く
と
同
時
に
砂
に

潜
り
込
み
、
わ
ず
か
に
潜
っ
た
痕

跡
（
蛤
の
目
と
い
う
）
を
残
す
。

こ
の
目
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
く
、�

目
を
見
つ
け
た
ら
、
矛
で
抉
り
出

す
。慣

れ
て
き
た
ら
籠
一
杯
取
れ
た

も
の
だ
。
そ
の
他
、
汐
吹
貝
、
渡

り
蟹
、
ご
ち（
魚
）な
ど
も
取
れ
、

春
に
は
10
～
15
㎝
も
あ
る
マ
テ
貝

が
沢
山
と
れ
た
。

夜
に
は
黄
色
い
幻
想
的
な
光
を

放
つ
蛍
の
演
舞
を
見
に
行
き
、
上

を
み
る
と
宝
石
を
散
り
ば
め
た
様

な
美
し
い
星
空
が
広
が
っ
て
お
り
、�

北
斗
七
星
、
天
の
川
等
も
観
察
出

来
た
。

こ
の
干
潟
、
蛍
、
夜
空
は
子
供

の
頃
の
懐
か
し
い
思
い
出
と
し
て

胸
に
残
っ
て
い
る
。

現
今
で
は
干
潟
は
約
60
年
前
干

拓
地
に
置
き
換
わ
り
、
夜
空
は
文

明
の
進
化
と
共
に
薄
明
る
く
な
り
、�

昔
楽
し
ん
だ
自
然
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
の
は
残
念
で
な
ら
な
い
。

野
島
晋
一（
荘
荒
崎
出
身
）

小
学
高
学
年

の
頃
、
荘
か
ら

荒
崎
に
入
る
入

り
口
の
野
田
川

に
掛
か
る
荒
崎

橋
が
あ
り
、
こ
の
橋
の
下
で
川
幅

一
杯
に
目
の
細
か
い
網
を
張
り
、

友
達
と
二
人
で
上
流
に
向
け
て
網

を
引
き
、
絞
り
込
ん
で
小
魚
を
取

り
、
そ
れ
を
両
手
で
す
く
っ
て
、

そ
の
ま
ま
呑
み
込
む
よ
う
に
し
て

口
に
入
れ
て
遊
ん
だ
。
小
魚
は
口

の
中
で
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
と
飛
び
跳

ね
る
の
を
楽
し
ん
で
呑
み
込
ん
で

い
た
。
味
は
判
ら
な
か
っ
た
が
気

分
は
最
高
だ
っ
た
。
二
人
し
て
数

回
は
呑
み
込
ん
で
、
残
り
は
小
さ

な
桶
に
移
し
て
半
分
ず
つ
家
に
持

ち
帰
っ
た
。
こ
れ
が
一
番
の
思
い

出
で
す
。

今
思
う
に
、
そ
の
頃
は
農
薬
も

ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
出
来
た

の
だ
と
思
う
。
そ
の
他
に
、
川
の

浅
瀬
に
鰻
取
り
の
石
積
を
一
人
一

個
だ
け
こ
し
ら
え
て
月
に
二
・
三

回
箱
メ
ガ
ネ
を
口
に
銜
え
て
石
積

を
一
つ
ず
つ
脇
に
ど
け
な
が
ら
鰻

を
見
つ
け
て
は
、
鰻
挟
み
で
捕
ま

え
て
遊
ん
で
い
た
。
こ
れ
も
家
で

の
お
か
ず
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

松
元
忠
行（
芭
蕉
出
身
）

昭
和
38
年
に

出
水
を
離
れ
58

年
が
経
ち
ま
し

た
が
、
昨
日
の

事
の
様
に
思
い

起
こ
さ
れ
ま
す
。

芭
蕉
は
山
間
部
で
50
戸
程
の
集

落
で
し
た
が
、
現
在
は
過
疎
化
で

数
戸
だ
そ
う
で
す
。
私
の
家
も
30

年
程
前
に
転
居
し
て
、
両
親
の
お

墓
も
霧
島
市
に
あ
り
ま
す
。

出
水
で
の
四
季
折
々
の
行
事
が
、�

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

正
月
の
鬼
火
焼
き
で
食
べ
た
飾

り
餅
、
春
先
の
部
落
総
出
の
花
見
、�

お
盆
の
親
族
一
同
の
食
事
会
、
十

五
夜
の
お
飾
り
等
、
ま
た
学
校
の

運
動
会
や
学
芸
会
、
部
落
子
供
会

の
相
撲
大
会
、
遠
足
（
湯
の
鶴
温

泉
や
矢
筈
山
へ
の
登
山
）
等
と
想

い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

高
校
時
代
の
、
春
、
夏
、
冬
休

み
と
長
期
休
暇
の
時
は
、
市
有
林

の
山
仕
事
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
明
け

暮
れ
て
、
学
校
の
友
達
３
～
５
人

が
近
所
の
公
民
館
に
寝
泊
ま
り
し

て
、
共
に
頑
張
り
ま
し
た
。
稼
い

だ
お
金
で
学
校
帰
り
の
映
画
鑑
賞

や
部
活
の
後
の
買
い
食
い
に
使
っ

て
お
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。
一
度
、
出
水

に
帰
り
発
展
し
た
姿
を
見
て
回
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

山
﨑
裕
樹（
針
原
出
身
）

今
年
の
４
月

に
出
水
市
役
所

か
ら
の
派
遣
で

鹿
児
島
県
東
京

事
務
所
に
着
任

し
ま
し
た
山
崎
で
す
。
単
身
赴
任

で
の
東
京
生
活
は
県
外
生
活
の
経

験
の
無
い
私
に
は
何
も
か
も
が
新

鮮
で
驚
き
の
毎
日
で
し
た
が
、
す

ぐ
に
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置
や
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
楽
し
み

に
し
て
い
た
関
東
ふ
る
さ
と
出
水

会
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。先

日
の
朝
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
出
水
の
大
雨
の
様
子
が
映
し
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
針
原
出
身
の

私
は
二
十
数
年
前
の
土
石
流
災
害

の
悪
夢
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、�

す
ぐ
に
家
族
と
も
連
絡
が
と
れ
て

ほ
っ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

こ
の
日
か
ら
な
ぜ
か
街
の
小
さ

な
公
園
の
緑
や
野
鳥
を
見
か
け
る

と
出
水
の
豊
か
な
自
然
、
家
族
連

れ
を
見
か
け
る
と
残
し
て
き
た
妻

と
子
供
が
思
い
出
さ
れ
出
水
が
恋

し
く
な
り
ま
す
。
44
歳
に
な
り
初

の
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
か
と
自
嘲
し
な

が
ら
も
東
京
で
の
生
活
の
機
会
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
一

つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
出

水
市
に
持
ち
帰
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

唐
崎
連
長（
東
京
高
尾
野
会
会
長
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
の
ふ
る
さ
と
会
な
ど

60
連
を
超
え
、
総
勢
２
６
０
０
人

が
踊
る
様
は
、
何
と
も
圧
巻
で
す
。�

沿
道
観
客
２
万
人
と
と
も
に
熱
い

カ
ゴ
ン
マ
愛
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

年
々
、
連
の
参
加
者
も
増
え
拡

大
・
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
花
の

お
江
戸
で
の
踊
り
、
楽
し
く
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
踊
っ
て
い
ま
す
。

「
出
水
は
よ
か
と
こ
じ
ゃ
っ
ど
ー

‼
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

道
玄
坂
・
文
化
村
通
り
に
鮮
や

か
な
ハ
ッ
ピ
が
映
え
、
素
晴
ら
し

い
光
景
で
す
。

一
昨
年
の
渋
谷
お
は
ら
祭
で
は
、�

出
水
市
関
係
者
、
出
水
望
郷
の
会

出
水
支
部
関
係
者
約
20
名
の
参
加

が
あ
り
、
総
勢
60
名
を
超
え
る
参

加
で
最
大
の
連
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
、
こ
の
２
年
間
は

中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

踊
り
は
、
よ
く
知
る
お
は
ら
節

と
渋
谷
音
頭
の
２
つ
で
す
。
簡
単

に
踊
れ
ま
す
。
祭
り
が
始
ま
る
こ

ろ
は
見
様
見
真
似
で
も
、
最
後
に

な
る
と
一
緒
に
楽
し
く
笑
顔
満
開

で
踊
っ
て
い
ま
す
。

感
の
み
ず
み
ず
し
い
キ
ュ
ウ
リ
、

か
ぶ
り
つ
く
と
皮
が
キ
ュ
ッ
と
音

を
立
て
る
茄
子
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
甘
い
も
の
が
欲
し
く

な
る
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
入
り
、

茎
を
折
っ
て
皮
を
む
き
、
し
ゃ
ぶ

り
な
が
ら
帰
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
広
瀬
川
も
格
好
の
遊
び

場
で
し
た
。泳
ぐ
の
は
も
ち
ろ
ん
、

孟
宗
竹
を
肥
後
守
ナ
イ
フ
で
け
ず

り
、
竹
ひ
ご
に
し
て
籠
を
編
み
、

釣
り
の
し
か
け
を
作
り
ま
し
た
。

タ
ニ
シ
を
エ
サ
に
し
て
う
な
ぎ
や

山
太
郎
ガ
ニ
を
獲
っ
て
ご
飯
の
お

か
ず
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
最
も
印
象
的
な
の
が
マ

タ
ギ
の
お
じ
さ
ん
で
す
。
狩
猟
シ

ー
ズ
ン
に
な
る
と
お
じ
さ
ん
が
仕

留
め
た
大
き
な
猪
を
担
い
で
山
か

ら
下
り
て
き
ま
す
。
川
原
で
呪
文

の
よ
う
な
も
の
を
唱
え
た
後
、
短

い
刀
で
解
体
を
す
る
の
で
す
。
皮

を
は
ぎ
、
内
臓
を
取
り
出
し
、
脚

や
腿
な
ど
肉
を
切
り
分
け
る
作
業

を
ほ
れ
ぼ
れ
し
な
が
ら
眺
め
て
い

ま
し
た
。
解
体
作
業
を
終
え
る
と

竈
を
作
り
、
山
の
神
に
供
物
を
捧

げ
た
後
、
み
ん
な
に
も
分
け
て
く

れ
て
食
事
を
し
ま
し
た
。こ
の
時
、

命
あ
る
も
の
を
い
た
だ
け
る
こ
と

に
感
謝
を
し
、
そ
し
て
無
駄
に
す

る
こ
と
無
く
、
す
べ
て
を
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
覚

え
ま
し
た
。

私
の
料
理
人
と
し
て
の「
原
点
」

は
故
郷　

出
水
に
あ
り
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
こ
の
自
然
豊
か
な
町
が

変
わ
ら
ず
に
い
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。川

内
輝
夫
（
広
瀬
出
身
）

〝
愛
宕
山
の

思
い
出
〟
…
…

出
水
市
の
北
東

に
位
置
す
る
愛

宕
山
（
標
高
１

４
０
Ｍ
）
は
正
月
初
日
の
出
の
景

勝
地
、
春
の
桜
の
名
勝
地
ま
た
頂

伊
藤　

蕃
（
麓
出
身
）

小
中
高
校
と

出
水
か
ら
一
歩

も
出
な
い
で
過

ご
し
ま
し
た
。

期
間
は
短
い
が
、�

思
い
出
は
一
番
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。�

小
学
校
時
代
は
日
中
戦
争
、
太
平

洋
戦
争
の
時
代
で
、
中
学
・
高
校

は
戦
後
の
混
乱
の
時
代
で
し
た
。

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、
欧
米

が
参
戦
し
て
き
て
、
経
済
力
の
差

は
明
白
に
な
り
、
小
学
校
の
校
舎

は
日
本
陸
軍
が
兵
舎
と
し
て
使
い

校
庭
は
芋
畑
と
な
り
自
給
生
活
し

て
お
り
、
下
士
官
は
竹
作
り
の
短

剣
を
つ
る
し
て
お
り
、
子
供
の
目

に
も
日
本
の
敗
北
は
明
ら
か
で
し

た
。出

水
の
地
は
昔
か
ら
武
道
が
盛

ん
で
し
た
が
、
敗
戦
後
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
将
軍
が
日
本
の
古
来
の
武
道

の
練
習
、
普
及
を
禁
止
し
ま
し
た

が
、
旧
制
中
学
で
武
道
の
教
官
を

し
て
い
た
父
の
も
と
に
は
多
く
の

武
道
を
た
し
な
む
人
が
見
え
ま
し

た
。
そ
の
立
ち
振
る
舞
い
に
子
供

な
が
ら
何
か
凛
と
し
た
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。

出
水
に
は
誇
る
べ
き
「
出
水
兵

児
修
養
掟
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
冒
頭
の
文
言
〝
口
に
偽
り
を

言
わ
ず
、
身
に
私
を
構
え
ず
〟は
、

現
代
の
日
本
人
に
必
要
な
徳
目
で

す
。
昨
今
、
政
官
業
等
の
倫
理
観

の
喪
失
等
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
精
神
的
頽
廃
の
改

善
の
一
助
に
な
ら
な
い
か
と
考
え

ま
す
。坂

井
宏
行
（
大
川
内
出
身
）

私
は
料
理
人

と
し
て
17
歳
で

上
阪
す
る
ま
で

出
水
で
過
ご
し

ま
し
た
。
学
校

帰
り
に
食
べ
た
青
臭
い
野
性
味
の

あ
る
ト
マ
ト
、
パ
リ
ッ
と
し
た
食

「
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
」

参
加
は
、
老
若
男
女
、
ど
な
た

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
お

子
様
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
子

様
に
と
っ
て
は「
自
分
の
ル
ー
ツ
」

を
確
認
で
き
る
貴
重
な
時
間
に
な

る
素
晴
ら
し
い
体
験
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

踊
り
に
関
心
あ
る
方
、
お
は
ら
、�

渋
谷
に
関
心
あ
る
方
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。踊
っ
た
後
の
懇
親
会
、

ダ
レ
ヤ
ミ
会
場
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
連
の
ハ
ッ
ピ
も
貸
与
し
て
い

ま
す
。
渋
谷
で
お
会
い
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

金
子
英
男（
出
水
望
郷
の
会
事
務
局
）

自
宅
固
定
電
話�045-775-2565

携
帯
電
話�

090-4844-0158

　
　
　

訃　

報

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
元
会
長　

中
村　

節　
氏
（
享

年
89
歳
）

令
和
２
年
２
月
10
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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あ
な
た
の
卒
業
し
た

あ
な
た
の
卒
業
し
た��

��

学
校
学
校
は
？
は
？

ふ
る
さ
と
出
水
を
離
れ
て
幾
星
霜
。
私
た
ち
が

卒
業
し
た
小
学
校
・
中
学
校
の
今
の
姿
を
写
真
を

通
し
て
紹
介
し
ま
す
。最
終
回
は
、出
水
地
区
で
す
。

�

（
参
考
文
献
：
出
水
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）  第33回 

総会・懇親会

 【出水小学校】
●明治５年創立、149年の歴史を誇る伝統
校です。７月に令和３年度のグランドデザ
インを発表、「確かな学力を身に付け、心
豊かでたくましい出水っ子を育てる」を教
育目標に、「全員が喜んで登校し、笑顔が
あふれる学校」をキャッチフレーズに掲げ
ました。正門は日本遺産に指定された武家
屋敷群を象徴する御仮屋門、背後の城山は
亀の形をしていることから亀ケ城と呼ば
れましたが、校章はこの亀の甲羅に出水の
「出」をあしらったユニークな図形です。
各学年は２クラス、全校児童数は314人に
減りましたが、「城山松の千代かけて」で
始まる校歌は明治、大正、昭和、平成から
令和の現在まで歌い継がれています。

【西出水小学校】
●明治13年創立。今年創立141年を迎えま
した。出水市のほぼ中央に位置し、学校の
周りは、植木栽培の畑が多く緑の多い住宅
地区です。近隣には出水中学校や出水高校、
出水工業高校、出水中央高校などがあり文
教地区ともいえる場所にあります。児童数
は654名30教室で出水市では一番大きな小
学校です。
　学校教育の目標を「粘り強く、素直で、
協力する子供の育成」とし知・徳・体のバ
ランスのとれた教育の実践を進めています。

 【出水中学校】
●昭和22年創立。出水市のほぼ中央の住宅
や肥沃な畑地の広がる地にあり、生徒数は
570名余（2020年度）で、出水小、西出水小、
東出水小の３校区から通学しています。
　出水市が提唱する「読書活動日本一のま
ちづくり」の活動にも積極的に取り組み、
令和３年６月には子供の読書活動優秀実践
校として文部科学大臣表彰を受賞しました。
　東京オリンピック女子マラソンで活躍し
８位に入賞した一山麻緒選手は同校の出身
で、７月には生徒会が中心となり「後輩の
パワーを受け取って活躍を」と思いを込め
て大きな日ノ丸に寄せ書きをして届けまし
た。

●
顧
問

　

椎
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杉
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尚
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●
会
長

　

宮
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男
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長
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関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会  

役
員
名
簿

役
員
名
簿

（
令
和
３
年
９
月
現
在
）

　　　　　　　　　　　　　事業者・会員の皆様の景品ご提供一覧表� （順不同、敬称略）
会社名またはお名前 郵便番号・住所 電話 /ＦＡＸ ご提供景品
出水酒造（株） 〒899-0208　�鹿児島県出水市文化町358番地 0120-269-213/�

0120-675-213 焼酎／出水に舞姫

雲海酒造（株）東京支店 〒103-0027　�東京都中央区日本橋2-15-3�
ヒューリック江戸橋ビル2階

03-3510-1461/�
03-3240-5726

焼酎／�さつま木挽、
KOBIKI�BLUE

神酒造（株） 〒899-0401　�鹿児島県出水市高尾野町大久保239番地 0996-82-0001/�
0996-82-0002 梅酒／梅神

長島研醸（有） 〒899-1302　�鹿児島県出水郡長島町平尾387番地 0996-88-2015/�
0996-88-2677

焼酎／�さつま島美人、�
黒島美人

ホテルキング 〒899-0206　�鹿児島県出水市向江町5-18 0996-62-1511 一泊ペア宿泊券
出水・天然温泉�
ぬくもりの湯 〒899-0131　�鹿児島県出水市明神町1744-1 0996-79-3726/�

0996-79-3688 温泉宿泊ペア利用券

肥薩おれんじ鉄道（株） 〒899-0203　�鹿児島県出水市上鯖渕717-2 0996-63-6860/�
0996-63-3567 一日フリー乗車券

マルイ食品（株） 〒101-0045　�東京都千代田区神田鍛冶町3-8-2�
ＫＩＢビル３階

03-3526-4771/�
03-3526-4881 たまごスープ

出水銘菓・むなかた 〒899-0131鹿児島県出水市明神町430 0996-67-1131 銘菓詰め合わせ
株式会社パレデ糸之�
花柳糸之

〒107-0062　�東京都港区南青山3-18-4�
ブライト南青山301 03-3401-3121 商品券

薩摩なた豆本舗 〒260-0032　�千葉県千葉市中央区登戸1-9-1 0120-838-070/�
0120-838-779 なた豆青汁プラス

十二株式会社 溶岩焙煎「旅香おる珈琲」

水溜食品株式会社 〒899-3511　�鹿児島県南さつま市金峰町宮崎2940番地 0993-77-0108/�
0993-77-1423

漬け物セット�
「ぶつ切り島津梅」

茂原由美（クラブ・ロゼ） クオカード
山口税理士事務所 クオカード
鹿児島出水会 焼酎／出水に舞姫（会場飲酒用）

● 

編 

集 

後 

記  

４
月
24
日
に
正
・
副
会
長
＆
グ
ル
ー
プ
長
会
議

が
招
集
さ
れ
、
今
年（
令
和
３
年
）の
総
会
・
懇
親

会
開
催
に
つ
い
て
検
討
、
新
コ
ロ
変
異
株
の
出
現

で
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
進
捗
が
不
透
明
な
こ
と
も
あ
り
、
昨

年
に
引
き
続
き
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
合
わ
せ
て
発
行
し
て
い
る
「
会
報
い
ず

ん
」
も
、
昨
年
は
発
行
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し

か
し
会
員
と
の
絆
、
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
今
年
は「
会
報
い
ず
ん
」を「
発
行
」

し
た
い
…
…
す
る
と
い
う
事
に
決
定
、
こ
れ
を
受

け
「
会
報
い
ず
ん
」
編
集
委
員
会
を
立
上
げ
ま
し

た
。
新
コ
ロ
感
染
に
配
慮
し
つ
つ
、
７
月
９
日
に

第
一
回
編
集
会
議
開
催
、「
会
報
い
ず
ん
」
の
紙

面
構
成
を
決
め
、
掲
載
文
の
起
草
担
当
、
会
員

寄
稿
者
を
選
出
・
決
定
し
、
編
集
委
員
で
分
担
し

て
起
草
・
寄
稿
を
依
頼
、
起
草
・
寄
稿
期
間
が
一

月
足
ら
ず
の
短
い
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
快
く
引

受
け
て
頂
き
、
日
限
ま
で
に
投
稿
し
て
頂
き
、
８

月
12
日
に
は
、
第
二
回
編
集
会
議
を
開
催
、
内
容

を
確
認
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

短
い
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
投
稿
頂
き
ま
し
た

方
々
に
編
集
員
一
同
、
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、�

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
、
少
し
長
く
な
り
ま
し
た
。
例
年
で
す
と

こ
ん
な
内
容
で
編
集
後
記
も
終
わ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
や
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
最
終
日
恒
例
の
マ
ラ
ソ
ン
女
子

で
、
出
水
中
央
高
校
出
身
の“
さ
つ
ま
お
ご
じ
ょ
”

一
山
麻
緒
選
手
が
８
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
大
会
以
来
17
年
ぶ
り
の
快

挙
を
肴
に
、
さ
ぞ
、
ビ
ー
ル
が
美
味
か
っ
た
お

父
さ
ん
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
め
で
た
し
、
め
で
た
し
』パ
チ
パ
チ
パ
チ
ー
…
…
。

し
か
し
、
今
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
と
る

わ
と
る
わ
、
え
ぇ
ー
ま
た
ぁ
ー
、
今
日
も
ぉ
ー
！

メ
ダ
ル
獲
得
の
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

中
で
も
12
、
13
歳
で
メ
ダ
リ
ス
ト
そ
の
練
習
環

境
造
り
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
我
々
の
時
代
、
生
活

の
中
で
野
山
を
歩
き
駆
け
巡
り
、
川
や
海
で
泳

ぎ
身
に
着
け
た
運
動
能
力
・
技
術
で
挑
戦
し
た

時
代
と
は
違
い
日
本
も
そ
ん
な
家
庭
・
社
会
に

な
っ
た
の
か
と
し
み
じ
み
と
感
涙
し
た
次
第
で
す
。

い
や
、
ま
～
取
り
止
め
の
な
い
一
人
妄
想
話
で

長
文
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。『
申
し
訳
な
い
。』

と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。�

（
松
ヶ
野
）

関東ふるさと出水会の
ホームページ（スマホもOK）

フェイスブック

さしかぶい　いずんに行っが！
ふるさと交流「情報交換会＆鮎獲り朝食会」

来年６月開催予定
６月の鮎解禁に合わせて隔年ごとに実施している、ふるさと交流『情報交換会＆鮎獲り朝食会』	

は、新型コロナの影響で今年は中止となりましたが来年は下記要領で実施予定です。

２年前の鮎獲り朝食会は高尾野川河川敷で行われ、獲れたての鮎の塩焼きや竹の皮に包まれた煮
しめなどを肴に芋焼酎片手に地元の方も交え、いずん弁も飛び交い話が弾み楽しいひと時を過ごし
ました。
又、前日夜の情報交換会は市関係者も含め総勢70名でホテル泉國邸で料理テーブルを囲みながら
行われ、有意義かつ和やかな情報交換の場となりました。

記
日　　時　令和４年６月解禁に合わせて　早朝７時頃～ 10時頃、情報交換会は前日の夜
場　　所　米ノ津川、広瀬橋上流河川敷　又は、高尾野川河川敷
要　　領　�現地集合・現地解散�

　詳細は来年３月頃、運営費を納入頂いた皆様にご案内致します。現地集合型の催し
ですので、この機会に帰郷を兼ねて、ふるさと交流会に奮ってご参加下さい。ご家族
での参加も大歓迎!!

開催案内　�開催の有無及び募集要項等は令和４年春にホームページ及びフェイスブックでお知ら
せします。

　　　　　※ホームページ	 	 	 	 　（スマホもOK）
　　　　　※フェイスブック
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